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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

一
．
は
じ
め
に

　
私
は
三
年
前
か
ら
、
日
本
学
士
院
の
国
際
学
士
院
連
合
（U

.A.I.

）

関
連
事
業
の
一
環
と
し
て
、
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
幕
末
維
新

期
の
日
米
間
の
諸
条
約
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
調
査
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
本
文
で
書
い
た
よ
う
に
、
日
米
和
親
条
約
の
オ
ラ

ン
ダ
語
原
本
を
見
る
必
要
が
あ
り
、
探
し
て
い
る
う
ち
に
、
和
親
条

約
は
安
政
の
大
火
で
焼
失
し
、
修
好
通
商
条
約
も
関
東
大
震
災
で
ひ

ど
く
毀
損
し
て
利
用
不
可
能
な
こ
と
、
原
本
は
米
国
国
立
文
書
館
の

み
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
解
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
、
何
と
か

行
く
手
段
は
な
い
も
の
か
と
探
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
が
上
記
事
業

の
一
員
に
加
え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
、想
い
出
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
事
業
は
、
日
本
学
士
院
が
一
九
一
九
年
に
加
盟
し
て
以
来
そ
の

共
同
研
究
活
動
に
参
画
し
て
き
た
も
の
だ
が
、
あ
ら
た
に
そ
の
活
動

を
よ
り
実
態
の
あ
る
も
の
に
す
る
べ
く
、
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調

査
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
を
中
心
に
、

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　
私
が
そ
の
事
業
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
長
年
立
教
で
オ
ラ
ン
ダ
語

講
座
を
担
当
し
、
か
つ
、
日
蘭
交
渉
史
研
究
会
の
一
員
と
し
て
、
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
日
記
の
翻
訳
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
実
績
に
よ
る
と

説
明
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
翌
年
夏
私

は
、
岩
倉
使
節
団
と
捕
鯨
関
連
の
史
料
・
史
跡
の
調
査
の
た
め
に
、

オ
ラ
ン
ダ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
訪
問
し
た
。
そ
の
踏
査
を
も
と
に
、

二
〇
〇
七
年
三
月
に
、立
教
大
学
の
派
遣
研
究
員
と
し
て
、ベ
ル
ギ
ー

の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
Ｗ
・
Ｆ
・
フ
ァ
ン
デ
・
ワ
レ

Vande W
alle

教
授
の
も
と
で
、
同
大
学
に
一
ヵ
月
滞
在
し
て
、
岩
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史
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倉
使
節
関
連
の
史
料
等
の
調
査
に
当
た
っ
た
。
フ
ァ
ン
デ
・
ワ
レ
教

授
は
、
日
本
学
科
の
責
任
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
岩
倉
使
節
の
研
究

で
も
よ
く
知
ら
れ
た
研
究
者
で
あ
る
。

　
こ
の
事
業
の
一
員
に
加
え
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
、

私
に
は
も
う
一
つ
あ
る
。
私
が
ひ
そ
か
に
自
分
の
ア
イ
ド
ル
の
一
人

と
思
っ
て
き
た
久
保
正
彰
先
生
が
、
こ
の
事
業
部
長
だ
っ
た
こ
と
だ

（
現
在
久
保
先
生
は
学
士
院
長
で
、恩
師
の
尾
藤
正
英
先
生
が
事
業
部
長
）。

久
保
先
生
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
を
叙
述
し
た

ツ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
『
戦
史
』
の
岩
波
文
庫
版
の
翻
訳
者
で
、
著
者

の
深
い
洞
察
と
生
き
生
き
と
し
て
雄
渾
な
叙
述
、
そ
れ
に
先
生
の
解

説
を
読
ん
だ
こ
と
が
、
私
が
歴
史
を
志
し
た
重
要
な
契
機
の
一
つ

だ
っ
た
。
私
が
ま
だ
東
京
商
船
大
に
在
学
中
で
、
乱
読
・
耽
読
に
明

け
暮
れ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
。
東
大
に
入
学
し
、
本
郷
に
進
学
し

て
、
講
義
リ
ス
ト
に
先
生
の
名
前
を
発
見
し
た
時
、
私
の
心
は
躍
っ

た
。
さ
っ
そ
く
受
講
し
た
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
は
も
ち
ろ
ん
、
現

代
ギ
リ
シ
ャ
語
も
全
く
で
き
な
い
私
に
は
、
講
義
は
ま
っ
た
く
チ
ン

プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
、
成
績
は
か
ろ
う
じ
て
可
だ
っ
た
。

　
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
こ
の
事
業
の
性
格
と
幕
末
維
新
期
の
日
米
和

親
条
約
・
修
好
通
商
条
約
の
原
本
調
査
は
、
一
致
す
る
と
考
え
て
、

同
事
業
の
委
員
会
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
調

査
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
本
文
に
委
ね
、
当
初

私
一
人
で
は
じ
め
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、現
在
、上
白
石
実
（
立

教
大
学
・
東
洋
大
学
等
兼
任
講
師
）・
及
川
将
基
（
二
〇
一
二
年
立
教
大

学
博
士
課
程
満
期
退
学
）・
田
中
葉
子
（
北
区
教
育
委
員
会
文
化
財
専
門

員
）
が
加
わ
り
、
四
人
で
進
め
て
い
る
。

二
．
第
一
回
調
査
―
動
機
・
準
備
・
調
査
・
成
果
―

Ⅰ
．
調
査
の
概
要

（
一
）
調
査
日
程
：
二
〇
一
〇
年
三
月
六
日
（
土
）
～
同
一
三
日
（
土
）

（
二
）
調
査
先
　
：
米
国
々
立
公
文
書
記
録
管
理
局U

nited States 
N

ational A
rchives and R

ecords

　A
dm

inistration

／
略
称
　
米
国
国
立
文
書
館
　N

A
R
A

（
三
）
調
査
者
　
：
荒
野
泰
典
（
立
教
大
学
教
授
）

（
四
）
目
　
的
　
：
日
米
和
親
条
約
（
一
八
五
四
）、
お
よ
び
日
米
修

好
通
商
条
約
（
一
八
五
八
）
の
現
文
書
の
現
況
の
確
認
、
お

よ
び
Ｍ
・
Ｃ
・
ペ
リ
ー
の
日
本
遠
征
（
一
八
五
二
～
五
四
）
関

係
史
料
の
調
査

Ⅱ
．
調
査
の
準
備
・
経
緯
・
成
果

（
一
）
調
査
の
準
備
―
目
的
の
絞
り
こ
み
―

　
本
来
な
ら
ば
十
分
な
準
備
を
し
て
調
査
に
臨
む
べ
き
だ
っ
た
が
、

調
査
者
に
は
そ
の
た
め
の
時
間
も
余
力
も
な
く
、
保
谷
徹
氏
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
）
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
と
資
料
提
供
に
よ
っ
て
、
大
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ま
か
な
調
査
方
針
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
同
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
意
外
に
も
、N

ARA

所
蔵
の
一
九
世

紀
日
米
関
係
史
料
の
調
査
は
、
故
金
井
円
東
京
大
学
名
誉
教
授
に
よ

る
概
略
の
調
査
以
外
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
だ

に
同
史
料
群
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
同
教
授
の
浩
瀚
な
報
告
「
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
所
在
日
本
関
係
史
料
調
査
報
告
」（
同
教
授
『
日
蘭

交
渉
史
の
研
究
』〔
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
〕）
に
よ
る
以
外
は
な

い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
お
、
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

の
「
日
本
関
係
海
外
史
料
」
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
収
集

も
、
同
教
授
の
基
礎
的
な
調
査
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
概
要

は
『
日
本
関
係
海
外
資
料
目
録
Ⅸ
・
Ⅹ
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

一
九
六
八
年
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
の
調
査
者
の
関
心
の
中
心
は
、
日
米
和
親
・
修
好
通
商
条

約
の
原
本
に
あ
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
、「
条
約
正
本
全
彙
」

P
erfected treaty files 

の
内
の
「
日
本
」Treaty series N

o.185  
The U

nited States and Japan1854-1932

の
閲
覧
を
目
指
す

こ
と
に
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
検
索
は
、
同
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ARC

（Archival Research Catalog

）で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
、

Treaty of K
anagaw

a 

で
ヒ
ッ
ト
す
る（
以
上
は
、保
谷
氏
の
教
示
）。

　
調
査
者
が
条
約
原
本
に
興
味
を
持
っ
た
直
接
の
理
由
は
、
条
約
の

日
本
語
訳
に
単
純
な
誤
訳
が
あ
り
、
そ
れ
が
条
文
の
理
解
を
困
難
に

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る

日
本
語
訳
は
正
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
（
こ
れ
が

正
本
と
さ
れ
て
い
た
）
を
見
た
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
な
か
な
か
見

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
＊

。『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』

（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
所
収
の
条
約
に
は
、
英
語
と
日
本
語
は
あ

る
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
和
親
条
約
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
正
本
と
し
、
日

本
語
と
英
語
訳
が
作
ら
れ
、
参
考
の
た
め
に
漢
語
訳
も
作
成
さ
れ
、

双
方
が
一
部
ず
つ
所
持
し
た
の
だ
が
、
幕
府
が
保
持
し
た
原
本
は
幕

末
の
江
戸
城
の
火
災
（
一
八
五
九
年
）
で
焼
失
し
た
（
米
国
側
の
原

本
はN

A
R
A

が
所
蔵
）。
現
在
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
持
し
て
い

る
レ
プ
リ
カ
は
二
〇
〇
四
年
に
同
文
書
館
か
ら
記
念
と
し
て
寄
贈
さ

れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
な
お
、
調
査
者
は
、
そ
の
際
に
上

記
の
原
本
の
内
ど
れ
だ
け
の
レ
プ
リ
カ
が
作
成
さ
れ
、
寄
贈
さ
れ
た
の
か
は

ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
）。

＊
和
親
条
約
の
作
成
過
程
か
ら
言
っ
て
、
単
純
に
誤
訳
と
言
っ
て
済
ま

せ
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
こ
と
が
、
調
査
を
進
め
る
過
程
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
条
約
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
今
津
浩
一
「
日
米
和

親
条
約
に
お
け
る
領
事
駐
在
規
定
を
め
ぐ
る
考
察
―
日
本
側
交
渉
団

が
意
図
的
に
条
文
を
改
編
し
た
の
か
―
」（『
開
国
史
研
究
　
第
一
〇

号
』
二
、二
〇
一
〇
年
）
が
最
新
の
研
究
成
果
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
安
政
五
カ
国
〔
米
・
英
・
仏
・
露
・
蘭
〕
条
約
（
一
八
五
八
年
）
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の
原
本
は
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
に
史
料
編
纂
の
た
め
に
東

京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
に
貸
し
出
さ
れ
た
が
、
一
九
二
三
年
（
大

正
一
二
）
の
関
東
大
震
災
で
被
災
し
、
日
蘭
・
日
露
の
条
約
書
は
焼

失
、残
り
の
三
条
約
は
、焼
け
残
っ
た
も
の
の
蒸
し
焼
き
状
態
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
三
条
約
は
外
務
省
へ
返
還
後
補
修
を
施
し
た
が
、
一
般

公
開
は
困
難
な
状
態
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
修
好
通
商
条
約

は
、
一
九
九
七
年
に
、
日
米
和
親
条
約
批
准
交
換
証
書
（
一
八
五
五

年
）、
お
よ
び
日
米
約
定
調
印
書
（
一
八
五
七
年
）
と
と
も
に
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
（
近
代
の
歴
史
史
料
と
し
て
初
）。（
以
上
、
外

交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

（
二
）
調
査
開
始
ま
で
―
お
っ
か
な
び
っ
く
り
のN

ARA

訪
問
―
　

　
一
般
にN

ARA

で
の
史
料
閲
覧
は
な
か
な
か
に
難
し
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
研
究
者
登
録
が
厳
格
だ
し
、
さ
ら
に
、
膨
大
な
史

料
の
中
か
ら
お
目
当
て
の
史
料
ま
で
に
た
ど
り
着
く
ま
で
が
大
変

で
、
中
で
も
、「
閲
覧
カ
ー
ド
」R
eference Service Slip

の
作
成

に
は
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
協
力
が
必
要
で
、
い
い
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト

に
出
会
え
る
か
否
か
が
調
査
の
正
否
を
大
き
く
左
右
す
る
、
と
言
わ

れ
て
い
る
＊

。
　

＊
仲
本
和
彦
『
研
究
者
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
文
書
館
徹

底
ガ
イ
ド
』（
凱
風
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
る
。
幸
い
、
私
は
、

最
終
的
に
条
約
担
当
の
親
切
な
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
出
会
え
て
、
後

述
の
よ
う
に
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、

基
本
的
に
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
訪
問
者researcher

の
要

求
に
で
き
る
だ
け
答
え
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
。

　
調
査
者
の
経
験
で
は
、一
番
の
壁
は
言
葉
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
。

特
に
、
警
備
員
（
ほ
と
ん
ど
黒
人
）
の
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
い
こ
と

が
多
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
万
事
に
つ
い
て
、
非
常
に
警
備
体
制

が
厳
重
で
あ
り
、
入
館
の
際
に
厳
重
な
持
ち
物
検
査
を
受
け
、
パ
ソ

コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
、持
ち
込
み
品
の
リ
ス
ト
（「
持
ち
込
み
許
可
証
」

Equipm
ent R

eceipt

）
が
作
成
さ
れ
、
入
館
者
カ
ー
ド
を
受
け
取

り
、
入
館
者
名
簿
に
名
前
と
入
館
時
間
を
記
載
す
る
。
次
に
、
登
録

Register

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
者
カ
ー
ドResearch C

ard

を
作
る
。

そ
の
後
は
、
バ
ッ
グ
や
所
持
品
を
預
け
て
、
筆
記
用
具
と
カ
メ
ラ
、

パ
ソ
コ
ン
等
な
ど
、
必
要
な
も
の
の
み
を
持
っ
て
、
閲
覧
室
に
入
る
。

特
に
、
原
史
料
を
閲
覧
す
る
三
階
の
閲
覧
室
の
出
入
り
は
厳
重
で
、

出
入
り
の
度
に
入
口
の
警
備
員
の
所
で
、
閲
覧
者
カ
ー
ド
を
ス
キ
ャ

ン
す
る
。
書
物
の
持
ち
込
み
（
例
え
ば
、
辞
書
や
上
記
の
『
徹
底
ガ
イ

ド
』
な
ど
）
は
許
さ
れ
ず
、
何
ら
か
の
メ
モ
や
コ
ピ
ー
等
を
持
ち
こ

む
場
合
に
は
、
閲
覧
室
の
係
員
が
い
る
ス
タ
ッ
フ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
後
、「
認
証
済
み
」approved

の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
史
料
等
を
コ
ピ
ー
し

た
場
合
も
、「
コ
ピ
ー
」
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、
玄
関
を

出
る
時
に
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
入
館
時
と
同
様
に
、
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退
出
時
も
、
荷
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
入
館
名
簿
に
退
館
時
間
を

記
載
し
て
、
出
る
。
な
お
、
地
階
に
は
食
堂
が
あ
り
、
そ
こ
で
昼
食

等
を
済
ま
せ
ば
、
外
に
出
る
必
要
は
な
い
。

（
三
）
調
査
の
経
緯
と
成
果

　
調
査
対
象
は
、Treaty Series; Perfect International 

Treaties( “Treaty Series”),1778-1945

な
の
で
、
三
階
の
閲
覧

室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
にARC

（Archival Research 
C

atalog

）
の
該
当
部
分
を
示
す
と
、
す
で
に
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル

ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

　
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
部
屋
に
行
っ
て
、
そ
の
番
号M

1247

を
探
す
と
、
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で

訊
く
と
、
マ
イ
ク
ロ
の
番
号
と
マ
イ
ク
ロ
室
の
所
在
番
号
は
違
っ
て

い
て
、
指
示
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、M

1247

は
あ
っ

た
。
し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
は
六
四
本
あ
っ
て
、
そ
の
う

ち
の
ど
れ
が
日
本
関
係
な
の
か
が
解
ら
な
い
。

　
や
む
を
得
ず
、
一
本
目
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
た
。
マ
イ
ク
ロ
・

フ
ィ
ル
ム
は
、Introduction ,Contents

と
続
き
、Target1(
以

下T1

の
よ
う
に
略
記)

は
、Treaty Series N

o.1 Algiers /Sep-
tem

ber 5.1795 / Peace Am
ity /Am

erican O
riginal File

　

で
始
ま
っ
て
い
た
（T1

～2

ま
で
）。
そ
れ
か
らAlgentitina( T3 

～14)

、Austria

（T15

～22

）、Austria-H
ungary

（T23

～

28

）、Baden

（T29

～32

）、Bravia

（T33

～
）
と
い
う
風
に
続

く
の
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
ん
で
い
る
と
見
当
を
つ
け
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
の
ケ
ー
ス
の
表
記
を
見
る
と
、N

o.7

～10

ま

で
と13

は
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
、N

o.14

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
、T1

がTreaty Series 187 , 
Japan and other pow

ers / O
ctober 22,1864 / Sim

onoseki  
Indem

inities /Am
erican O

riginal Film
 

と
な
っ
て
お
り
、「
下

ノ
関
事
件
賠
償
に
関
す
る
約
定
」（
文
久4/9/22

）
で
あ
る
こ
と
が

解
っ
た
。

　
改
め
て
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
のContents

を
見
て
、マ
イ
ク
ロ
・

フ
ィ
ル
ム
　N

o.13

　175-186

の
中
に
、
和
親
条
約
と
修
好
通
商

条
約
も
含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
解
っ
た
が
、上
記
の
よ
う
に
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ル
ム
は
な
い
。N

o.13

の
表
書
を
よ
く
見
る
と
ピ
ン
ク

の
シ
ー
ル
に
「M

1247 Roll 13 D
o N

ot Exist N
ever Film

ed

」

と
あ
り
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
こ
と

が
な
い
こ
と
が
解
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
マ
イ
ク
ロ
相
談
を
受

け
付
け
る
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
「
相
談
室
」Consulting

　room

　
に
行
き
、
原
本
を
見
せ
て
も
ら
う
べ
く
相
談
を
し
よ
う
と
し
た
の

だ
が
、
彼
ら
は
担
当
分
野
が
決
ま
っ
て
お
り
、「
条
約
」
の
担
当
は
、

忙
し
く
て
今
日
は
相
手
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
応
対
し

て
く
れ
た
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
は
、
そ
の
担
当
者
と
連
絡
を
と
っ
て
く

れ
て
、
後
で
メ
ー
ル
か
電
話
で
連
絡
を
取
る
よ
う
に
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
、
担
当
者
の
名
前Jane A. Fitzgerald

と
電
話
番
号
・
メ
ー
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ル
ア
ド
レ
ス
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
時
す
ぐ
に
館
内
の
閲
覧
者
用

の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
メ
ー
ル
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
上
記
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
れ
は
あ
ま
り
感
心
し
な
い
旨
の
こ
と
が
書

い
て
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
ホ
テ
ル
か
ら
自
分
の
Ｐ
Ｃ
で
メ
ー

ル
す
る
こ
と
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
マ
イ
ク
ロ
の
あ
る
部
分
だ
け

で
も
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
た
の
は
、T1

～15

で
、T1

～14

が
日
本
関
係
（
一
八
六
四
―
一
八
九
七
）。
ち
な
み
に
、T14

は
、

一
八
九
七
年
一
月
一
三
日
の
「
特
許
、
商
標
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る

協
定Patents ,Tradem

arks and D
esigns

」だ
っ
た
。T15

は
、

Lew
 C

hew
/ July 11,1854 / Friendship and C

om
m

erce / 
Am

erican O
riginal File 

琉
米
修
好
通
商
条
約
　
だ
っ
た
。
プ
リ

ン
ト
・
ア
ウ
ト
の
作
業
に
ほ
ぼ
一
日
半
を
要
し
、
分
量
は
約
三
二
〇

枚
に
達
し
た
（
一
枚
〇
．
五
弗
、
な
お
、
コ
ピ
ー
は
必
要
枚
数
分
の
プ

リ
ペ
イ
ド
・
カ
ー
ド
を
会
計
窓
口
で
購
入
し
て
、
行
う
）。

　
な
お
、
ホ
テ
ル
か
ら
条
約
担
当
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
、
フ
ィ
ッ
ツ

ジ
ェ
ラ
ル
ド
女
史
に
メ
ー
ル
し
た
が
、
応
答
は
な
か
っ
た
（
後
に
、

本
人
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
メ
ー
ル
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ

と
、
帰
国
後
か
な
り
丁
寧
な
お
礼
の
メ
ー
ル
を
送
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
返
事
が
な
い
の
で
、
お
礼
の
メ
ー
ル
も
届
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
）。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
結
局
、
同
女
史
に
会
う
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
滞
在
予
定
の
最
後
の
日
（
三
月
五
日
）

だ
っ
た
。

　
三
月
五
日
の
午
前
九
時
にN

ARA

を
訪
れ
、
同
女
史
に
会
う
こ

と
が
で
き
た
。
改
め
て
、
今
回
のN

ARA

訪
問
の
目
的
を
説
明

し
、
と
り
わ
け
、
日
米
和
親
条
約
と
修
好
通
商
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
見
た
い
旨
を
伝
え
た
。
彼
女
は
条
約
の
ス
キ
ャ
ン
し
た
も
の
は

N
ARA

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
い（
た
だ
し
、

英
文
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
み
）、「
相
談
室
」
の
Ｐ
Ｃ
で
そ
れ
を
見
せ

て
下
さ
っ
た
。
英
文
以
外
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
館
内
の
職
員
用
だ
け
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
も

同
じ
Ｐ
Ｃ
で
観
せ
よ
う
と
し
て
下
さ
っ
た
の
だ
が
が
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
の
で
、彼
女
の
オ
フ
ィ
ス
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
日
米
和
親
条
約
と
修
好
通
商
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
画

像
を
観
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
色
々
と
話
す
う
ち
に
、
モ
ノ
ク
ロ
だ

が
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
た
も
の
が
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、

遠
慮
な
く
「
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
」
と
答
え
た
。
そ
の
前
に
は
、
画

像
を
デ
ー
タ
で
あ
な
た
の
Ｐ
Ｃ
に
送
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
が
、
と

い
う
よ
う
な
話
も
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
う
の
だ
が
、
私
自
身
も
思
い

が
け
な
い
展
開
で
あ
ま
り
現
実
感
が
な
く
、
や
や
遠
慮
気
味
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
聞
き
流
し
て
い
る
う
ち
に
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
大
変
な
サ
ー
ヴ
ィ
ス
で

あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
く
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
の
だ
が
）。
両
条
約

の
、
英
語
、
日
本
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
お
よ
び
中
国
語
の
四
ヴ
ァ
ー



－  200  －－  201  －

幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

ジ
ョ
ン
が
各
二
通
ず
つ
（
定
本
と
下
書
か
）
で
、
か
な
り
の
分
量
に

な
っ
た
が
、
同
女
史
は
、
そ
れ
も
厭
わ
ず
、
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し

て
下
さ
り
、
そ
れ
が
今
回
の
成
果
の
一
つ
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
映
像
化
さ
れ
て
い
な
い
ハ
リ
ス
のTreaty

が
あ

る
が
見
る
か
、
と
訊
か
れ
た
の
で
、「
是
非
」
と
答
え
、
書
庫
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
、
下
田
の
「
日
米
約
定
」Treaty betw

een 
T

he U
nited States of A

m
erica and T

he E
m

pire of 
Japan( 1857.6.17)

の
原
本
を
観
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
焚
か
な
い
と
い

う
条
件
で
写
真
撮
影
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
午
前
九
時
か
ら
一
一
時
半
ぐ
ら
い
ま
で
の
約
二
時
間
半
の
間
だ
っ

た
が
、
彼
女
自
身
が
、「
こ
れ
が
限
界
で
す
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に

時
間
を
と
り
、
で
き
る
限
り
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

別
れ
際
に
丁
寧
に
礼
を
述
べ
る
と
、
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
ず

に
申
し
訳
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
、
気

に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
解
っ
た
。

　
な
お
、
今
回
調
査
対
象
と
し
たT

reaty Series

　
は
、
金
井
先

生
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
別
に
、
以
下
の
よ
う
に
活
字
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
女
史
の
ご
教
示
で
分

か
っ
た
（
日
本
関
係
は
、
こ
の
内
六
・
七
巻
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確

認
で
き
た
が
、
な
お
調
査
を
要
す
）。

TR
E

ATIE
S A

N
D

 O
TH

E
R

 IN
TE

R
N

ATIO
N

A
L A

C
TS 

O
F TH

E U
N

ITED
 STATES O

F AM
ERICA I-Ⅷ

, edited 

by H
unter m

iller, U
nited States G

overnm
ent Printing 

O
ffice, W

ashington,1942

　
た
だ
、
な
ぜ
、N

o.13
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が
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム

化
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
聞
き
出

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ⅲ
．
今
後
の
展
望
と
課
題
　

（
１
）
今
回
の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
（
含
：
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

氏
と
話
し
て
解
っ
た
こ
と
）　

①
金
井
先
生
の
報
告
の
よ
う
に
、
史
料
は
、
大
ま
か
な
分
類
は
さ
れ

て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
直
接
見
て
み
な
い
こ
と
に

は
解
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
多
い
。
金
井
報
告
に
「
調
査
を
要

す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
が

あ
り
、
次
に
記
す
理
由
か
ら
、
そ
の
作
業
は
日
本
人
研
究
者
以
外

に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

②N
ARA

の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
も
大
変
に
忙
し
い
上
に
、
日
米
関

係
史
料
の
よ
う
に
、
英
語
以
外
の
言
語
で
書
か
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
整
理
も
行
き
届
か
な
い
し
、
不
正

確
な
こ
と
も
多
い
。
そ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
文
書
館
の
日
本

関
係
文
書
と
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
ら
の
関
係
の
史
料
群

の
整
理
は
、
日
本
人
の
研
究
者
が
調
査
を
兼
ね
て
整
理
に
協
力
す

る
く
ら
い
の
心
構
え
を
持
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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③
条
約
の
原
本
な
ど
の
貴
重
書
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
以

外
は
直
接
触
れ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
の
で
、
原
本
の
調
査
の
場

合
に
は
、
当
然
彼
女
の
協
力
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
だ

け
の
時
間
を
と
っ
て
も
ら
え
る
時
期
を
選
び
、
こ
ち
ら
も
で
き
る

だ
け
時
間
の
余
裕
を
持
っ
て
（
で
き
れ
ば
二
週
間
は
と
っ
て
欲
し
い
、

と
言
わ
れ
た
）
訪
問
す
べ
き
で
あ
る
。

④
今
回
プ
リ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
し
て
い
た
だ
い
た
条
約
の
正
本
と
下
書

（
と
思
わ
れ
る
）の
関
係
も
、実
は
、ま
だ
よ
く
解
ら
な
い
。
そ
れ
も
、

原
本
を
見
な
が
ら
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、

理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
２
）
今
後
の
展
望
、
も
し
く
は
課
題

　N
ARA

を
訪
れ
る
日
本
人
研
究
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
二
〇
世
紀
、

特
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
の
研
究
者
が
多
く
、
一
九
世
紀
の
そ
れ
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
私
も
、
ま
ず
、
一
九
四
〇
年
代
の
史

料
を
見
に
来
た
の
か
、
と
聞
か
れ
た
。
し
か
し
、
金
井
報
告
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、N

ARA

に
は
一
九
世
紀
の
日
米
関
係
史
料
も

膨
大
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ

の
史
料
群
の
基
礎
的
な
調
査
は
、
一
九
五
七
年
の
金
井
先
生
の
調
査

以
来
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
ら
し
い
。
金

井
先
生
の
お
仕
事
を
受
け
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
の
基
礎

的
で
地
道
な
作
業
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
私
も
、
研
究
の
重
点
を
、
ペ
リ
ー
来
航
前
後
を
中
心
に
、
一
九
世

紀
に
研
究
の
重
点
を
移
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
何
度

で
もN
ARA

に
足
を
運
ん
で
、
今
回
の
作
業
の
続
き
を
行
う
と
同

時
に
、
ペ
リ
ー
関
係
の
史
料
が
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
・
パ
ー
クCollege 

Park

のN
ARA

新
館
の  D

ept.  of  State records ( D
iplom

atic)

の
史
料
群
の
調
査
も
行
い
た
い
。

Ⅳ
．
参
考
資
料
　N

A
R
A

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
規

定
に
つ
い
て

　
　
―
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

　
　Jane Fitzgerald

氏
と
の
交
換
メ
ー
ル
―

（
１
）
調
査
者
（
荒
野
）
か
らJane 

氏
へ
の
質
問
　
―
二
〇
一
〇

年
四
月
一
九
日
（
月
）
―

By the w
ay, I have a few

 questions about dealings w
ith 

those Copies and D
igital Im

ages as follow
s;

(1) I w
ould like to show

 those Im
ages to m

y students at 
m

y lectures in m
y U

niversity and to the audiences in 
other occasions; are there any lim

itations about that? 
(2) C

an I offer those copies and the D
igital Im

ages to 
the Japan A

cadem
y, the H

istoriographical Institute of 
Tokyo U

niversity and other Institutes w
hich m

ay w
ant 
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

to get them
 ? 

(3) Are there any lim
itations to open those m

aterials at 
study m

eetings of the academ
ic 

societies and bulletins?
(4) I w

ould like to m
ake a few

 thesis and books about 
the Perry’s and H

arris’ Treaties in the near future, and 
w

ant to use those Im
ages in them

. Could you tell m
e the 

procedures w
hich w

ill be required  in that case?

（
２
）  Jane

氏
か
ら
の
回
答 

　
―
二
〇
一
〇
年
四
月
二
一
日
（
水
）
―

1. There is no lim
itations (these docum

ents are in the 
public dom

ain) in show
ing the im

ages in lectures and 
other occasions, I only ask that you credit them

 as being 
from

 the holdings of the N
ational Archives, W

ashington, 
D

C.  The exact citations for the three treaties are as fol-
low

s:

-U
.S./Japan Treaty of Peace, A

m
ity and C

om
m

erce, 
M

arch 31, 1854 (“Perry Treaty”); Treaty Series#183; Re-
cord G

roup 11, N
ational Archives and Records Adm

inis-
tration, W

ashington, D
C.

-U
.S./Japan Convention of Com

m
erce and Consuls, June 

17, 1857; Treaty Series #184, Record G
roup 11, N

ational 
Archives and Records A

dm
inistration, W

ashington, D
C.

-U
.S./Japan Treaty of Peace, Friendship, C

om
m

erce and 
N

avigation, July 20, 1858; Treaty Series #185, R
ecord 

G
roup 11, N

ational A
rchives and R

ecords A
dm

inistra-
tion, W

ashington, D
C

.

2. If you personally w
ish to offer copies of the im

ages to 
other institutions, you m

ay do so - again, please credit 
them

 as being from
 the holdings of the N

ational A
r-

chives, W
ashington, D

C
.

3. Since the docum
ents are in public dom

ain, there are 
no lim

itations to use im
ages at study m

eetings of aca-
dem

ic societies and bulletins - again, please credit the 
im

ages as being from
 the holdings of the N

ational A
r-

chives, W
ashington, D

C
.

4. U
sing the im

ages in any thesis or books are fine - 
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again, crediting them
 as being from

 the N
ational A

r-
chives.  Since, they are in the public dom

ain - no w
ritten 

perm
ission is required.

Ⅴ
．
補
足

　
ポ
ト
マ
ッ
ク
湖
畔
の
桜
並
木
の
中
の
石
灯
籠
が
一
基
あ
り
、
そ
れ

が
、
一
九
五
四
年
に
日
米
和
親
条
約
一
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
東

京
都
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
奉
獻
　
石
燈
籠
　
兩
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
武
州
　
東
叡
山

　
　
大
猷
院
殿
　
　
　
尊
前

　
　
慶
安
四
　
辛
辰
　
十
一
月
二
十
八
日
　
松
浦
肥
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
朝
臣
鎮
信

　
平
戸
松
浦
家
の
当
主
鎮
信
が
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
（
慶
安
四
年

四
月
没
、
大
猷
院
殿
）
の
霊
前
（
上
野
寛
永
寺
）
に
奉
献
し
た
二
基
の

灯
籠
の
内
の
一
基
で
あ
る
。
家
光
没
後
そ
の
遺
骸
は
、
ま
ず
上
野
寛

永
寺
に
置
か
れ
、
諸
大
名
は
こ
ぞ
っ
て
石
灯
籠
を
奉
献
し
た
。
彼
の

遺
言
に
従
っ
て
日
光
輪
王
寺
に
大
猷
院
廟
の
造
営
が
始
め
ら
れ
る
の

は
、
そ
の
翌
年
（
一
六
五
二
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

三
．
第
二
回
調
査

　
　
―
条
約
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
史
料
学
的
調
査
（
確
認
と
計
測
）
―
　
　

Ⅰ
．
調
査
の
概
要

（
一
）
調
査
日
程
：
二
〇
一
二
年
三
月
一
一
日
（
日
）
―
同
一
九
日
（
月
）

（
二
）
調
査
先
：
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
局U

nited States 
N

ational Archives and Records Adm
inistration/ 

略

称
　
米
国
国
立
公
文
書
館N

ARA

の
本
館Archives I

（3/12

～3/15

）・
新
館Archives Ⅱ

（3/16

）,

　
議
会
図
書
館
　

Library of C
ongress

（3/17

）,

　
国
立
自
然
史
博
物
館 

N
ational M

useum
 of N

atural H
istory,

　
国
立
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
博
物
館  N

ational M
useum

 of the 
Am

erican Indian( 3/12) ,

フ
リ
ー
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー  Freer 

G
allery of Art, 

国
立
ア
メ
リ
カ
歴
史
博
物
館N

ational 
M

useum
 of Am

erican H
istory

（3/17

）

（
三
）
調
査
者
：
荒
野
泰
典
・
上
白
石
実
・
及
川
将
基

（
四
）
目
　
的
：
昨
年
度
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延
期
せ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
調
査
の
実
施
（
次
項
参
照
）

Ⅱ
．
調
査
の
準
備
と
目
標
を
絞
る
ま
で
の
経
緯

　
本
調
査
は
、
二
〇
〇
九
年
度
の
米
国
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
日

米
和
親
条
約
お
よ
び
修
好
通
商
条
約
に
関
す
る
調
査
の
成
果
を
踏
ま
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

え
て
、
翌
一
〇
年
度
（
実
際
に
は
一
一
年
三
月
一
四
～
二
一
日
）
に
実

施
す
る
予
定
だ
っ
た
も
の
が
、
三
月
一
一
日
の
大
震
災
の
影
響
で
翌

一
一
年
度
に
延
期
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
（
三
月
一
四

日
早
朝
に
中
止
を
決
定
）。

　
〇
九
年
度
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
そ
の
調
査
報
告
書

（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
提
出
―
本
報
告
書
の
二
―
）
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
が
、
そ
の
後
か
ら
今
回
の
あ
ら
た
な
調
査
目
標
を
設
定
す
る

ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
帰
国
後
、Archives I

のArchivist

ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ

ラ
ル
ドJane Fitzgerald

氏
に
、
公
文
書
館
で
館
内
利
用
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
条
約
の
デ
ジ
タ
ル
画
像D

igital Im
ages

を
送
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
四
月
半
ば
か
ら
、

画
像
が
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
、
平
均
し
て
一
回
に
三
点
づ

つ
、
送
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（
土
・
日
以
外
の
ウ
イ
ー
ク
デ

イ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
送
ら
れ
て
き
た
―
そ
の
律
儀
さ
に
は
、
頭
が
下

が
る
）。
そ
の
結
果
、
六
月
半
ば
に
は
、
和
親
条
約
の
原
本
六
点
（
日

本
語
・
英
語
各
一
部
、
お
よ
び
、
中
国
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
各
二
部
ず
つ
）

と
修
好
通
商
条
約
の
す
べ
て
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン（
英
語
・
オ
ラ
ン
ダ
語
・

日
本
語
）
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
そ
ろ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
Ｃ

Ｄ
に
し
て
、
日
本
学
士
院
と
史
料
編
纂
所
に
提
供
す
る
つ
も
り
で
い

た
が
、
私
の
個
人
的
な
事
情
の
他
、
後
述
の
よ
う
な
理
由
で
ま
だ
果

た
し
て
い
な
い
（
後
述
）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
画
像
の
利
用
（
研
究
利
用
の
他
、
講
義
・
出
版

等
々
）
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
規
制
等
が
有
る
の
か
否
か
を
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
何
の
規
制
も
な
い
、
た
だ
し
、
利
用
に
際
し
て

は
、
こ
れ
がN

A
RA

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記

す
る
こ
と
」、
と
い
う
旨
の
回
答
を
得
て
、
強
い
印
象
を
受
け
た
（
本

報
告
書
二
、
第
一
回
調
査
参
考
資
料
Ⅳ
）。
最
近
、N

ARA

の
和
親
条

約
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
利
用
し
た
今
津
浩
一
氏
に
よ
る
研
究
が
発
表

さ
れ
て
い
る
＊

が
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
今
津
氏
も
、
彼
女
の
世
話
で
そ
れ
ら
の
画
像
を
入
手
し
た
こ

と
が
判
っ
た

＊
今
津
浩
一
『
ペ
リ
ー
提
督
の
機
密
報
告
書
』（
ハ
イ
デ
ン
ス
、

二
〇
〇
七
年
）、
同
『
ペ
リ
ー
提
督
と
開
国
条
約
』（
ハ
イ
デ
ン
ス
、

二
〇
一
一
年
）。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
も

と
づ
い
た
研
究
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
今
津
氏
と
拙
論
の
み
で
は

な
か
ろ
う
か
（
荒
野
「
言
説
と
し
て
の
「
不
平
等
」
条
約
説
―
明
治

時
代
に
お
け
る
領
事
裁
判
権
の
歴
史
的
前
提
の
素
描
―
」『
近
代
ア

ジ
ア
の
自
画
像
と
他
者
―
地
域
社
会
と
「
外
国
人
」
問
題
―
』
京
都

大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）。

　
さ
て
、
二
つ
の
条
約
の
画
像
デ
ー
タ
は
揃
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
画

像
に
は
、
文
書
の
形
態
や
大
き
さ
、
用
紙
等
の
古
文
書
学
（
あ
る
い

は
史
料
学
）
的
な
デ
ー
タ
が
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
今
後
の
研
究
の

深
化
の
た
め
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
可
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能
性
に
つ
い
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
条

約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
はArchives I

のVault

（
以
下
、
貴
重
書
庫
）

に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
調
査
は
彼
女
の
エ
ス
コ
ー
ト
（
彼
女
の
付
添

に
よ
っ
て
書
庫
に
入
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
出
し
入
れ
と
開
閉
が
で
き
る
の

は
彼
女
の
み
―
史
料
に
触
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
彼
女
の
み
―
、
と
い
う

条
件
）
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
そ
う

で
あ
っ
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
調
査
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
願
っ

て
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
で
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
改
め
て
申

し
入
れ
て
、
了
解
を
得
た
。
こ
う
し
て
、
す
で
に
入
手
し
た
両
条
約

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
必
要
な
史
料
学
的
な
デ
ー
タ
を

加
え
て
、
和
親
条
約
と
修
好
通
商
条
約
の
史
料
集
を
作
成
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
関
係
機
関（
日
本
学
士
院
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・

外
務
省
外
交
史
料
館
等
）
へ
の
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
画
像
の
献
呈
は
、
そ
の

完
成
後
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
さ
て
、
上
記
の
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
私
の
他
に
す
く
な

く
と
も
二
人
の
協
力
者
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
幕
末
維
新
期
の

外
交
政
策
史
の
研
究
者
上
白
石
実
氏
と
「
ペ
リ
ー
瓦
版
」（
黒
船
瓦
版
）

の
研
究
者
田
中
葉
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
技
術
補
佐
員
・
立
教

大
学
兼
任
講
師
）
の
協
力
を
得
る
こ
と
と
し
、「N

ARA

所
蔵
の
日

米
和
親
条
約
・
修
好
通
商
条
約
の
原
本
に
よ
る
史
料
学
的
調
査
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
私
と
上
記
二
人
に
よ
る
三
人
の
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

に
お
け
る
出
張
を
本
事
業
の
一
環
と
し
て
申
請
し
、
認
め
ら
れ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
私
と
若
い
研
究
者
二
人
の
三
人
に
よ
るN

ARA

の
貴
重
書
庫
で
の
調
査
を
あ
ら
た
め
て
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
に

要
請
し
、
許
諾
さ
れ
た
。
実
施
時
期
は
、
参
加
者
の
仕
事
等
と
の
兼

ね
合
い
を
考
慮
し
て
、
三
月
一
四
日
か
ら
二
一
日
の
八
日
間
と
し
、

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
の
了
解
も
得
た
。

　
調
査
の
内
容
は
、
上
記
の
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
よ
る
史
料
学
的

調
査
を
軸
に
、
残
り
の
時
間
を
ペ
リ
ー
艦
隊
の
日
本
遠
征
関
連
の

史
・
資
料
の
調
査
と
ペ
リ
ー
の
帰
国
後
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告

書
『
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
中
国
海
域
及
び
日
本
へ
の
遠
征
記
一
八
五
二

年
～
五
四
年
―N

arratives of the Expedition of an Am
eri-

can Squadron to C
hina Seas and Japan, in the year of 

1852,53 and 1854,1856

・・・
』
の
形
成
過
程
に
関
す
る
史
料
（
遠

征
参
加
者
の
日
記
類
）
の
調
査
と
し
た
。

　
し
か
し
三
・
一
一
の
大
地
震
に
よ
っ
て
、
事
情
は
一
変
し
た
。
出

発
予
定
の
三
月
一
四
日
に
は
、
成
田
行
の
電
車
は
す
べ
て
運
行
停
止

と
な
っ
て
、
当
日
の
成
田
出
発
は
不
可
能
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後

の
不
安
定
な
状
況
に
鑑
み
て
、
米
国
出
張
の
延
期
を
学
士
院
に
申
請

し
、
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
旨
を
す
ぐ
に
米
国
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル

ド
氏
に
も
、
報
告
し
た
。

　
二
〇
一
一
年
も
明
け
て
、あ
ら
た
に
出
張
に
向
け
て
始
動
し
た
が
、

折
か
ら
、
田
中
葉
子
氏
の
新
た
な
就
職
先
が
決
ま
り
、
二
〇
一
二
年

三
月
の
米
国
出
張
は
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
代
わ
り
に
、
樺
太
ア
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

イ
ヌ
の
研
究
を
皮
切
り
に
捕
鯨
史
研
究
に
ま
で
研
究
領
域
を
広
げ
、

か
ね
て
か
ら
米
国
調
査
を
熱
望
し
て
い
た
及
川
将
基
氏
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
、
そ
の
旨
学
士
院
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
段
階
で
、
あ
ら
た
め
て
、
今
回
の
調
査
の
全
体
と
そ
の
ゴ
ー

ル
に
つ
い
て
参
加
者
三
人
で
議
論
し
、
条
約
原
本
の
史
料
学
的
調
査

が
可
能
と
い
う
機
会
を
最
大
限
に
生
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
、
い
う
結
論
に
達
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
を

考
え
る
前
提
と
し
て
、
①
国
際
関
係
研
究
の
軸
で
あ
る
条
約
の
原
本

が
不
備
で
あ
る
（
日
本
に
な
い
、
も
し
く
は
あ
っ
て
も
、
研
究
者
も
容

易
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
と
い
う
現
状
＊

、
②
研
究
段
階
も
、
個

別
の
条
文
の
み
の
検
討
・
解
釈
か
ら
、
文
字
面
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
、
用
紙
・
文
字
・
大
き
さ
・
た
た
み
方
等
々
の
史
料
学
的
な
要
素

も
加
味
し
つ
つ
、
そ
の
条
約
の
原
本
が
体
現
し
て
い
る
論
理
や
構

造
、
条
約
そ
の
も
の
の
当
事
者
た
ち
に
と
っ
て
の
位
置
づ
け
、
相
互

の
力
関
係
等
を
読
み
こ
む
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
、
③
さ
ら
に
、

幕
末
維
新
期
の
条
約
そ
の
も
の
も
完
備
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
る
。
通
常
使
わ
れ
る
外
務
省
編
の
『
日
本
外
交
文
書
竝
主
要
文

書
』
が
「
主
要
文
書
」
し
か
収
録
し
て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
が
、
か
な
り
信
頼
度
の
高
い
『
旧
条
約
彙
纂
』（
外
務
省
編
、

一
九
三
〇
年
）に
も
遺
漏
が
あ
る
。『
旧
条
約
彙
纂
』は
今
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、い
か
ん
せ
ん
、編
纂
物
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
の
原
本
が
ど
の
よ
う
な
形
式
・
形
態
で
あ
っ

た
か
も
わ
か
ら
な
い
。
④
以
上
の
こ
と
に
鑑
み
て
、
幕
末
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
の
時
期
の
、
原
本
に
よ
る
、
よ
り
確
か
な
条
約
集
を
編

纂
し
、公
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
＊
＊

。
そ
し
て
、

今
回
の
調
査
の
主
目
的
を
、
和
親
条
約
・
修
好
通
商
条
約
の
原
本
に

よ
る
史
料
学
的
調
査
と
上
記
の
条
約
集
の
編
纂
に
見
通
し
を
つ
け
る

た
め
の
諸
史
料
の
調
査
、
お
よ
び
、
前
回
以
来
の
継
続
で
ペ
リ
ー
遠

征
関
係
の
諸
資
料
の
調
査
（
参
考
資
料
Ⅰ
・
Ⅱ
）、
お
よ
び
、
捕
鯨
関

係
資
料
、
特
に
、W

hale Chart

（
鯨
海
図
）
に
関
す
る
調
査
（
参

考
資
料
Ⅲ
）
と
し
た
。

＊
周
知
の
よ
う
に
、
和
親
条
約
は
安
政
の
大
火
で
、
そ
れ
以
後
の
幕
府

時
代
の
条
約
類
は
、
史
料
編
纂
所
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
多
く
が
、

関
東
大
震
災
の
火
災
に
罹
災
し
、
焼
失
す
る
か
使
用
不
能
に
な
っ
て

い
る
（
第
一
回
調
査
報
告
書
参
照
）。

＊
＊
残
念
な
が
ら
、
日
本
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
の
条

約
に
関
し
て
は
、信
頼
す
る
に
足
る
条
約
集
が
存
在
し
な
い
、と
言
っ

て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
が
こ
の
調
査
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
米
和
親
条
約
の
オ
ラ
ン
ダ
語
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
を
簡
単
に
み
る
こ
と
が
で
き
ず
（『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
に
も

収
録
さ
れ
て
い
な
い
）、N

AR
A

に
ま
で
出
張
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
こ
と
だ
っ
た
（
二
〇
〇
九
年
度
報
告
書
参
照
―
本
報
告
書
二
―
）。

そ
の
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
う
る
力
量
を
持
つ
機
関
が
、
日
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本
に
は
す
く
な
く
と
も
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
も
う
一
つ
は
、
外
務
省
外
交
史
料
館
。
し
か
し
、
非
公
式
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
両
機
関
と
も
に
、
当
面
す
る
編
纂
事
業
で
手

い
っ
ぱ
い
で
、
編
纂
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
時
代
に
つ
い
て
落
穂
ひ

ろ
い
を
し
て
い
る
余
力
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
史
料
編
纂
所
に

つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
度
報
告
書
で
述
べ
た
。
史
料
館
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
調
査
の
準
備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
し
た
際
の
回
答
で
、
真
摯
に
実
情
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
と
私
は

感
じ
と
っ
た
し
、
後
日
、
同
史
料
館
に
調
査
に
出
向
い
た
折
に
ご
本

人
（
電
話
の
主
）
に
も
挨
拶
し
た
が
、
そ
の
印
象
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
か
な
り
昔
の
こ
と
に
な
る
が
、
私
も
二
六
年
前
ま
で
は
史
料
編

纂
所
員
だ
っ
た
の
で
、
史
料
編
纂
所
の
実
情
は
よ
く
理
解
で
き
る
つ

も
り
で
あ
り
（
傍
で
見
て
い
る
限
り
、
現
在
の
業
務
状
況
は
よ
り
過

密
に
な
っ
て
お
り
、
私
が
い
た
頃
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
な
い
）、
史
料
館
の
窮
状
も
理
解
に
難
く
な
い
。

　
参
加
者
各
自
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
事
前
準
備
を
行
っ
た
ほ
か
、
出
発

直
前
の
打
ち
合
わ
せ
も
ふ
く
め
て
、
約
五
回
の
情
報
交
換
、
事
務
手

続
き
、
お
よ
び
勉
強
会
を
行
い
、
そ
の
一
環
で
、
外
務
省
外
交
史
料

館
で
調
査
を
行
っ
た
（
三
月
一
日
）、
以
下
の
史
料
を
調
査
し
た
。

①
二
国
間
条
約
　
：U

1

和
親
条
約
（
罹
災
）・U

2

下
田
条
約
・U

3

修
好
通
商
条
約
・U

4

改
税
約
書
（
罹
災
）・U

5

明
治
二
年
生

糸
改
税
約
書
以
後
（U

27

昭
和
一
二
年
永
代
借
地
制
度
解
消
に
関

す
る
交
換
公
文
附
免
税
に
関
す
る
交
換
公
文
ま
で
）
は
マ
イ
ク
ロ

化
（
複
写
を
注
文
）

②
国
書
・
親
書
：N

o.1

　
一
八
六
一
年
八
月
二
日
Ｔ
・
ハ
リ
ス
意

見
書
（
英
文
）
か
ら
所
蔵

③
外
務
省
記
録
　
七
門
：
文
書
お
よ
び
国
書
　
一
類:

　
文
書

一
項
目:

　
国
書

一
　
各
国
往
復
書
簡
（
五
冊
）　
①
往
来
の
写
し
　（
撮
影
）、

②
行
翰
の
写
し
、
以
下
は
未
撮
影

一
―
一
　
国
書
目
録
（
二
冊
）　
①
来
翰
、
②
往
翰
（
す
べ
て

撮
影
）

二
　
委
任
状
竝
認
可
状
（
六
冊
）　
　
　（
米
国
関
係
の
み
撮
影
）

三
　
御
親
書
（
四
冊
）　
　
　
　
　
　
　（
米
国
関
係
の
み
撮
影
）

　
以
上
の
調
査
を
通
じ
て
、
上
記
の
史
料
に
つ
い
て
も
、
米
国
側
の

史
料
と
の
比
較
研
究
が
有
益
で
あ
る
と
の
確
証
を
得
た
の
で
、
こ
の

点
か
ら
の
調
査
も
今
回
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーJapan Center for ASIA(JAC

AR)

の

Ｈ
Ｐ
で
条
約
を
公
開
し
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
。

Ⅲ
．
本
調
査
の
概
要
（
三
月
一
二
日
～
三
月
一
七
日
）

　
―
日
程
と
調
査
内
容
―

＃
三
月
一
二
日
（
月
）　

・
九
：
〇
〇
　N

ARA

　Archives I

　
に
到
着
、
閲
覧
証(

Ｉ
Ｄ)
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

を
作
る
。

・
入
退
館
の
手
続
き
：
入
館
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
う

け
、
受
付
に
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
示
す
。
入
館
証
を
受
け
取
り
、
台
帳

に
名
前
（
英
文
）、
サ
イ
ン
、
Ｉ
Ｄ
番
号
、
入
館
証
番
号
、
入
館

時
間
を
記
入
。
カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
持
ち
込
み
は
自
由
。
リ

サ
ー
チ
ル
ー
ム
に
入
る
さ
い
、
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
、
荷

物
は
一
階
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
へ
。

　
途
中
退
館
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
入
館
証

を
箱
に
預
け
て
退
館
（
入
館
証
番
号
を
記
憶
し
て
お
く
）
。
再
入
館

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
う
け
、
箱
か
ら
入
館
証
を
受

け
取
り
入
館
。

　
退
館
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
、
ガ
ー
ド
マ
ン

に
入
館
証
を
渡
し
、
鞄
の
中
身
を
見
せ
る
。

・
一
〇
：
〇
〇
　Archivist

　Fitzgerald

氏
と
館
内
で
落
ち

合
い
、
そ
の
ま
ま
書
庫
に
直
行
、Perfect International 

Treaties

（
以
下
、
Ｔ
Ｓ
と
略
記
）
の
う
ち
、T

S 183

　
安
政
元

年
　
日
米
和
親
条
約
を
調
査
（
計
測
とD

igital D
ata

と
の
照
合

の
た
め
の
写
真
撮
影
。
調
査
デ
ー
タ
は
　
資
料
Ⅲ
を
参
照)

。
か
ね
が

ね
、Jane

氏
か
ら
は
、
書
庫
に
入
れ
る
の
は
一
時
間
半
が
限
界

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
書
庫
が
一
二
・
三
度
の
低
温
に

保
た
れ
て
寒
い
た
め
に
、
彼
女
が
長
く
書
庫
に
留
ま
っ
て
い
ら
れ

な
い
た
め
と
判
明
。

・
午
後
：
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
、
国
立
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ア

ン
博
物
館
を
見
学
。

＃
三
月
一
三
日
（
火
）　

・
こ
の
日
は
、Jane

氏
の
都
合
で
、
書
庫
で
の
調
査
は
午
後
に
ま

わ
し
、
午
前
中
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
室
で
、
各
自
の

関
心
に
基
づ
い
て
調
査
＊

。

＊
荒
野
は
、
前
回
調
査
し
たTreaties

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
概

要
を
再
チ
エ
ッ
ク
。

　
　
上
白
石
は
、
海
軍
担
当
のA

rchivist

チ
ャ
ー
ル
ズ
氏
（
常
勤
・

黒
人
・
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
）
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
て
、
日
本
へ
の
遠

征
隊
の
海
軍
省
あ
て
の
書
簡
　M

89

　Letters R
eceived from

 
Com

m
anding officer of Squadron

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

全
体
像
を
確
認
。
司
令
官
（
提
督
）
ご
と
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
。

Roll 1 R
pbert, E

dm
und  2 C

ushing, Calab  3

・4 Biddle, 
Jam

es  5 E
vert, Alexander H

. 6 A
ulick, John H

. 7

・8 

　

Perry, M
athew

 C
.

　
　
及
川
は
捕
鯨
船
関
係
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
調
査
。

・
午
後
は
、
一
三
回
の
貴
重
書
庫
で
、　M

1247

の
う
ち184

安

政
四
年
下
田
条
約
と185

安
政
五
年
日
米
修
好
通
商
条
約
の
本

条
約
を
調
査
（
計
測
と
照
合
・
写
真
撮
影
）。

＃
三
月
一
四
日
（
水
）　
　

・
午
前
中
は
、
貴
重
書
庫
でTS185

安
政
五
年
日
米
修
好
通
商
条
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約
の
批
准
書
とT

S 186

日
米
通
商
協
定
の
調
査
（
計
測
と
照
合
・

写
真
撮
影
）。
こ
れ
で
、
今
回
予
定
し
た
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

調
査
は
終
了
。
そ
の
間
に
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
氏
と
、
今
後

の
調
査
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
今
後
も
引
き
続
き
協
力

を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
後
述
）。

・
午
後
は
、
各
自
前
日
か
ら
の
調
査
を
継
続
。

＃
三
月
一
五
日
（
木
）

・
午
前
九
時
に
、Archives I
の
横
の
バ
ス
停
か
ら
、カ
レ
ッ
ジ
パ
ー

クCollege Park

のArchives
Ⅱ

（
新
館
）
に
向
か
う
。
こ
の

バ
ス
停
で
、
偶
然
に
、Archives

Ⅱ
に
向
か
う
井
川
充
雄
氏
（
立

教
大
学
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
教
授
、
メ
デ
ィ
ア
論
）
と
出

会
い
、
同
行
し
、Archives

Ⅱ

の
入
館
等
に
つ
い
て
手
ほ
ど
き

を
受
け
る
（
手
続
き
等
は
基
本
的
にArchives I
と
同
じ
だ
が
、
施

設
が
違
え
ば
細
部
で
の
違
い
は
あ
る
）。
な
お
、Archives Ⅱ

で
は
、

同
館
で
調
査
中
の
大
豆
生
田
稔
氏
（
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
、
近
代

日
本
史
）
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
た
。

・
入
退
館
等
の
手
続
き
：
書
類
の
持
ち
込
み
は
承
認
印
を
う
け
る
。

カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
は
自
由
。
ノ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ル
・

袋
物
・
鉛
筆
以
外
の
筆
記
具
は
持
ち
込
み
禁
止
。地
下
の
ロ
ッ
カ
ー

に
入
れ
る
。
各
室
の
入
室
の
さ
い
に
Ｉ
Ｄ
を
提
示
。
部
屋
か
ら
部

屋
へ
の
移
動
す
る
さ
い
、
書
類
に
承
認
印
を
受
け
る
。
退
館
の
さ

い
は
専
門
の
袋
に
書
類
を
入
れ
鍵
を
か
け
ゲ
ー
ト
へ
、
ゲ
ー
ト
で

鍵
を
開
け
て
貰
い
受
け
取
る
。

・
二
階
の
リ
サ
ー
チ
ル
ー
ム
（
史
料
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
所
在
場

所
を
示
す
目
録
等
が
あ
り
、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
が
相
談
を
受
け
る

た
め
に
詰
め
て
い
る
）
で
、
幕
末
維
新
期
に
日
米
間
で
や
り
取
り

さ
れ
た
国
書
・
親
書
の
調
査
を
行
っ
た
。
一
八
五
八
年
の
金
井
円

教
授
の
調
査
報
告
書
（「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
所
在
日
本
関
係
史
料
調

査
報
告
」『
対
外
交
渉
史
の
研
究
―
開
国
期
の
東
西
文
化
交
流
―
』
有

隣
堂
、
一
九
八
八
年
）
に
見
ら
れ
る
「
儀
礼
書
簡
集Cerem

onial 
com

m
unications―

1786-1909―

」、
特
に
（
一
）
外
国
元

首
よ
り
の
書
簡Letters from

 foreign sovereigns and 
states―

1786-1909―

、（
二
）
外
国
元
首
あ
て
の
書
簡
の
写
し

Letters to foreign sovereigns and states―
1829-1877―

、

（
三
）信
任
状Credences―

1789-1909―

の
所
在
を
突
き
止
め
、

で
き
る
こ
と
な
ら
、
現
物
を
調
査
す
る
こ
と
を
試
み
た
（
以
上
金

井
報
告
書P247-248

）。
な
か
で
も
、
修
好
通
商
条
約
の
批
准
の

た
め
に
米
国
に
渡
っ
た
幕
府
の
使
節
が
持
参
し
た
将
軍
家
茂
の
大

統
領
ブ
キ
ャ
ナ
ン
宛
国
書
（
一
八
六
〇
年
―
安
政
七
〔
万
延
元
〕・

庚
申
―
正
月
一
六
日
付
）
＊

を
中
心
と
し
た
史
料
群
を
中
心
に
探
索

し
た
。

＊
上
白
石
実
「
万
延
元
年
ア
メ
リ
カ
大
統
領
宛
国
書
」
田
中
健
夫
編
『
日

本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
。

　
ま
ず
、
リ
サ
ー
チ
ル
ー
ム
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
、
単
刀
直
入
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

に
、
一
八
六
一
年
に
徳
川
将
軍
家
茂
か
ら
大
統
領
ブ
キ
ャ
ナ
ン
宛

の
国
書
が
見
た
い
旨
を
告
げ
た
。
す
る
と
彼
は
、
そ
れ
ら
は
す

で
に
活
字
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
三
階
の
図
書
室Library

　
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
、
と
言
う
。
図
書
室
に
行
き
、
司

書
の
そ
の
旨
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
彼
が
書
架
か
ら
持
っ
て
き
て

く
れ
た
の
は
、“D

iplom
atic Correspondence m

essage of 
the presidents to the  U

.S.A. and accom
panying docu-

m
ents of the house of congress 1861

～”

で
、
日
本
の
国

会
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
ふ
た
た
び
、
第
一
回

目
の
調
査
の
よ
う
に
、
難
航
し
そ
う
な
予
感
。

・
午
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
も
と
づ
い
て
、
調
査
を
行
っ
た
。

上
白
石
は
地
図
類
、
及
川
は
、
捕
鯨
関
係
の
史
・
資
料
（
地
図
や

ロ
グ
ブ
ッ
ク
、
日
記
等
）
の
調
査
を
行
い
、
荒
野
は
、
ひ
き
つ
づ

き
リ
サ
ー
チ
ル
ー
ム
で
、
目
録
類
を
閲
覧
し
た
。

＃
三
月
一
六
日
（
金
）

・
こ
の
日
もArchives II

で
調
査
。
上
白
石
・
及
川
は
ひ
き
つ
づ

き
、三
階
の
マ
イ
ク
ロ
室
で
、調
査
と
史
料
収
集
。
荒
野
は
リ
サ
ー

チ
ル
ー
ム
で
、
史
料
目
録Inventory

　
を
調
査
。
こ
の
日
は
、

Inventory

　#15

　G
eneral Records

　1788-1949

　
を
丹

念
に
読
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
。

Contents
G

eneral Records of The D
epartm

ent of State

Part I:

　The G
eneral Files of The D

epartm
ent of 

State, 1789-7949
D

iplom
atic Correspondence ,1785-1906

Instructions To D
iplom

atic O
fficers

D
espatches From

  D
iplom

atic O
fficers

N
otes to Foreign M

issions In The U
nite

　

States
N

otes From
 Foreign M

issions In The U
nit-

ed States
C

erem
onial Letters 

R
ecords of Special A

gents, A
nd C

om
m

uni-
cations
Instructions To Special Agents

 

　 
 

〔
以
下
略
〕

　
今
回
のArchives II 

訪
問
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
る
、
上

述
の
、
徳
川
家
茂
の
大
統
領
ブ
キ
ャ
ナ
ン
宛
の
国
書
を
ふ
く
む
史
資

料
群
は
、“30 N

O
TES FRO

M
 JAPAN

 REG
ARD

IN
G

 TH
E 

TREATY O
F YED

O
 ,1860-62 30cm

, 1ft”

に
あ
る
こ
と
が

解
っ
た
。
そ
の
他
、“31 Com

m
unications To Foreign Sov-

ereign and H
eads of States”, “32 C

O
M

M
U

N
IC

A
TIO

N
S 

FRO
M

 H
EAD

S O
F FO

REIG
N

 STATES 1778-1907 1.5m
, 

5ft

　22vols and unbound papers”, “37 D
E

SPA
C

H
E

S, 
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1797-1906 , 3.1m
 10ft 56vols and unbound papers”

に

も
、
関
連
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
記
のN

o.37

は

大
部
の
も
の
だ
が
、
な
か
に
は
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
乗
組
員
た
ち
の

Journal

（
日
記
）
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
次
回
以
後

の
調
査
対
象
と
な
る
。

・
と
り
あ
え
ず
、
当
初
の
目
的
の
、
将
軍
徳
川
家
茂
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン

宛
の
国
書
を
ふ
く
む
史
料
群
を
見
る
べ
く
、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に

相
談
し
た
。
す
る
と
、
一
人
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
（
男
性
）
は
、

こ
の
史
料
はVault

に
あ
る
の
で
云
々
と
説
明
し
て
く
れ
る
の
だ

が
、
よ
く
聞
き
取
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
間
を
お
い
て
、
ま
た
別
の

若
い
女
性
の
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
、

史
料
請
求
の
ス
リ
ッ
プReference Service Slip

　
を
書
き
、

史
料
請
求
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
れ
た
（
史
料
が
出
て
く
る
の

は
午
後
二
時
過
ぎ
だ
と
い
う
）。
そ
こ
で
、
三
人
そ
ろ
っ
て
昼
食
を

と
る
こ
と
に
し
た
。

・
昼
食
後
閲
覧
室
に
戻
っ
た
が
、
二
時
近
く
な
っ
て
も
、
な
か
な
か

お
呼
び
が
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
同
室
で
調
査
中
の
大
豆
生
田
氏

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
史
料
請
求
カ
ウ
ン
タ
ー
の
横
に
あ
る
出
さ

れ
た
史
料
の
リ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
と
、
す
で
に
午
後
一

時
半
に
出
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
搬
出
担
当
の
職
員

に
尋
ね
る
と
、
ス
リ
ッ
プ
を
返
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
こ
の
史
料

が
あ
る
と
こ
ろ
はVault Area 

な
の
で
、
彼
ら
は
立
ち
い
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、Patricia A

nderson

氏
＊

と
連
絡
を
と

る
よ
う
に
、
と
の
メ
モ
が
あ
っ
た
。
先
の
男
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
が

言
っ
た
こ
と
は
こ
れ
で
あ
り
、
二
人
目
の
若
い
女
性
ア
ー
キ
ヴ
ィ

ス
ト
は
、こ
の
史
料
の
あ
る
場
所STA

CK
 ARE

A

がVault

（
貴

重
書
庫
）
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
な
い
、
経
験
の
浅
い
ア
ー
キ
ヴ
ィ

ス
ト
だ
っ
た
こ
と
が
解
っ
た
。

＊
後
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
が
、
ア
ー

キ
ヴ
ィ
ス
ト
の
な
か
で
も
　Supervisory A

rchivist

　
と
い
う
立

場
に
あ
り
、
こ
の
ポ
ス
ト
の
人
の
み
が
、Vault

に
入
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、Archives I

のFitzgerald

氏
も

同
等
の
職
責
に
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
か
ら
は
、

当
方
が
必
要
と
し
て
い
る
史
料
の
詳
細
を
知
ら
せ
れ
ば
、
そ
れ
が

我
々
が
直
接
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
の
場
合
に
は
、
そ
れ
を
デ

ジ
タ
ル
映
像
に
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
返
答
が
あ
り
、
帰
国

後
す
ぐ
に
、
と
り
あ
え
ず
、
上
記N

o.30

の
史
料
、
特
に
、
徳
川
家

茂
の
国
書
の
画
像
が
欲
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
直
接
、
史
料

学
的
調
査
を
行
わ
せ
て
ほ
し
い
旨
を
書
き
送
っ
た
が
、
ま
だ
そ
の
返

事
は
受
け
と
っ
て
い
な
い
。
先
の
メ
ー
ル
を
送
っ
て
ほ
ぼ
一
ヵ
月
た

つ
の
で
、
再
度
メ
ー
ル
を
送
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

追
記;
こ
の
報
告
の
作
成
後
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
の
指
示
を
受
け
た

Archives Technician

（
写
真
技
術
者
？
）
か
ら
お
目
当
て
の
将
軍

徳
川
家
茂
大
統
領
宛
国
書
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
が
届
け
ら
れ
た
（
四
月
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幕
末
維
新
期
日
米
条
約
の
原
本
調
査 

― 

米
国
々
立
文
書
館
で
の
調
査
と
そ
の
成
果 

―
（
荒
野
）

二
六
日
）。
模
様
入
り
の
華
麗
な
用
紙
に
驚
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
以
下
の
三
つ
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
①
こ
れ
は
、
同
時

代
に
徳
川
将
軍
が
朝
鮮
国
王
に
宛
て
て
送
っ
た
国
書
の
用
紙
と
同

種
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
に
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
や
り
取
り
し
た

国
書
や
外
交
文
書
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
る
こ
と
、
②
送
ら
れ
て
き

た
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
は
、
大
き
さ
等
の
史
料
学
的
な
情
報
が
な
く
、

Archives I

で
行
っ
て
い
る
の
と
同
様
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
③
そ
れ
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、Archives Ⅱ

が
所
蔵
し
て
い
る
、

幕
末
維
新
期
の
日
米
関
係
史
料
の
全
貌
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
同
館
の
参
考
室
に
あ
るFinding Aid

（
史

料
所
在
と
細
目
の
目
録
な
ど
を
含
ん
だ
史
料
探
索
の
た
め
の
情
報
が
フ
ァ

イ
ル
さ
れ
た
も
の
）
の
コ
ピ
ー
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

が
次
回
のAchives

Ⅱ

で
実
施
す
る
調
査
の
最
優
先
作
業
と
な
る

貴
重
書
類
の
史
料
閲
覧
の
条
件
は
、Archives Ⅱ
も
本
館
も
同
じ

で
あ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
見
る
た
め
に
は
、
本
館
の
場
合
で
た
ど
っ

た
の
と
同
じ
手
順
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
当
然
の

こ
と
だ
っ
た
が
）。
ひ
き
つ
づ
き
、Inventory

の
必
要
な
記
載
を
メ

モ
し
て
、
調
査
を
終
了
。

・
こ
の
間
に
、
上
白
石
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
室
で
関
連
史
料
を
カ

メ
ラ
で
撮
影
＊

、
及
川
は
、
捕
鯨
関
連
の
史
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

＊
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
室
の
マ
イ
ク
ロ
リ
ー
ダ
ー
が
旧
式
で
、
閲
覧
・

複
写
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
方
法
を
と
っ
た
。
ち
な
み
に
、

上
白
石
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
史
料
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
は
、
以
下

の
通
り
。

上
記N

o.37 D
espatches 

の
う
ち
、　

Roll 9 target 12  John, H
  Aulick (Japan)  1852

Target 15 M
athew

 Perry (Japan) 1853-54
Target 16 W

illiam
, J M

cC
luny (Japan) 

N
o.923 R

ecords of the D
epartm

ent of State M
inutes 

of Treaty C
onferences B

etw
een the U

.S. and Japan 
Reps, and Treaty D

rafts, 1872 (

マ
イ
ク
ロN

o.T119) 

― 

岩
倉
使
節
団
関
連
史
料
―

　
こ
れ
ら
の
史
料
の
取
得
に
つ
い
て
も
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の

状
態
等
を
考
慮
す
る
と
、
で
き
れ
ば
直
接
の
調
査
が
必
要
と
な
る
。

＃
三
月
一
七
日
（
土
）

・
こ
の
日
は
、
議
会
図
書
館
・
フ
リ
ー
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
国
立
ア
メ

リ
カ
歴
史
博
物
館
を
見
学
。
以
下
に
、
そ
の
要
点
を
述
べ
る
。

（
一
）
議
会
図
書
館

・
ま
ず
、
各
自
が
利
用
者
登
録
を
済
ま
せ
、
ク
ロ
ー
ク
に
荷
物
を
預

け
て
、
一
般
閲
覧
室
へ
。

・
各
自
が
、
自
身
の
関
心
に
も
と
づ
い
て
、
閲
覧
。
荒
野

は
、
か
ね
て
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
米
国
の
条
約
集
　

H
unter M

uller “TR
E

A
TIE

S A
N

D
 O

TH
E

R
IN

TE
R

-
N

A
TIO

N
A

L A
C

TS O
F TH

E
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N
ITE

D
 STA

TE
S O

F 
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を
調
べ
た
＊

。
Ⅵ
巻
に
、
和
親
条

約
（D

oc164

）
と
琉
米
条
約
（D

oc165

）、
Ⅶ
巻
に
下
田
条
約

（D
oc191

）、修
好
通
商
条
約
（D

oc201

）
が
収
録
さ
れ
、い
ず
れ
も
、

元
の
形
状
等
に
つ
い
て
の
注
記
等
が
あ
り
、
利
用
価
値
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ⅰ
巻
は
編
集
方
針
と
目
次
だ
が
、
編
集

方
針
に
つ
い
て
、
建
国
時
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
条
約
は
収

録
す
る
が
オ
ラ
ン
ダ
と
の
も
の
は
収
録
せ
ず
、ま
た
、先
住
民
（
イ

ン
デ
ア
ン
）
と
の
数
多
く
の
「
条
約
」
に
つ
い
て
も
収
録
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
な
ど
、「
条
約
」
に
つ
い
て
の
考
え

方
な
ど
が
読
み
取
れ
て
興
味
深
い
。
時
間
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
、

翻
訳
す
る
な
ど
し
て
紹
介
し
た
い
。

＊
日
本
国
内
で
は
、
国
会
図
書
館
の
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
・
東
京
大
学

教
養
学
部
・
京
都
大
学
法
学
部
・
学
習
院
大
学
の
各
図
書
館
が
所
蔵
、

立
教
大
学
図
書
館
は
Ⅰ
～
Ⅴ
を
所
蔵
。
な
お
、
米
国
で
は
同
種
類
の

条
約
集
が
数
系
統
編
纂
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
れ
ら
の
校
合
も
今

後
の
課
題
と
な
る
。

　
い
ず
れ
、
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
の
他
の
諸
国
と
の
条
約
の

比
較
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
こ
の
種
の
条
約

集
は
有
用
で
あ
る
と
の
感
触
を
持
っ
た
。

・
な
お
、
及
川
は
こ
の
図
書
館
の
利
用
方
法
も
試
し
た
が
、
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
利
用
者
本
位
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
一
般
閲
覧
室
の
威
容
と
言
い
（
欧
米
の
図

書
館
に
は
、
大
学
付
属
の
図
書
館
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
う
感
じ
さ
せ

る
と
こ
ろ
が
多
い
が
）、
館
員
の
親
切
さ
、
利
用
者
本
位
に
考
え
ら

れ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
等
々
、
立
ち
去
り
難
い
よ
う
な
思
い
に
と
ら
わ

れ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後
の
調
査
に
お
い
て
も
、
こ
の
図
書

館
は
有
効
利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
　

（
二
）
フ
リ
ー
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
：
葛
飾
北
斎
の
原
画
展
を
見
学
。

（
三
）
国
立
ア
メ
リ
カ
歴
史
博
物
館
：
巨
大
な
博
物
館
だ
が
、
今
回

の
展
示
で
は
、
他
大
陸
と
の
海
を
通
し
て
の
交
流
に
よ
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
子
を
、
大
規
模
、
か
つ
多

方
面
に
わ
た
る
豊
富
な
史
・
資
料
を
見
せ
な
が
ら
、
解
り
や
す
く

展
示
し
た
、“O

n the Sea”

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
示
が
興

味
深
か
っ
た
。

＃
三
月
一
八
日
（
日
）

・
予
定
通
り
、
ダ
レ
ス
国
際
空
港
を
発
ち
、
成
田
空
港
に
帰
着
（
日

本
時
間
三
月
一
九
日
）。

Ⅳ
．
こ
の
度
の
成
果
と
今
後
の
調
査
方
針
、
附
問
題
点

（
一
）
こ
の
度
の
成
果

①
和
親
条
約
、
お
よ
び
修
好
通
商
条
約
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
原
本
）
に

よ
る
史
料
学
的
な
調
査
が
完
了
し
た
こ
と
。

②
す
で
に
入
手
し
て
い
る
両
条
約
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
原
本
と
の
照
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合
が
完
了
し
た
こ
と
。

③
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、Treaty Series

の
日
本
関
係
の
う
ち
、

内
容
が
不
明
だ
っ
たTS183

～186

の
内
容
が
確
定
で
き
た
こ

と
（
前
回
調
査
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
）。

④
日
米
の
関
連
資
料
や
文
献
な
ど
、
今
後
の
調
査
の
目
途
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

⑤
今
後
の
、
条
約
原
本
の
調
査
に
つ
い
て
も
、Archives I

に
関
し

て
、
ひ
き
つ
づ
き
、
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス
ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

氏
の
協
力
の
確
約
を
取
り
付
け
た
こ
と
。

⑥Archives Ⅱ

に
関
し
て
も
必
要
な
史
料
の
存
在
が
確
認
で
き
た

が
、
そ
れ
ら
の
閲
覧
、
お
よ
び
、
原
本
調
査
に
関
し
て
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
（
ひ
き
つ
づ
き
、
交
渉
を
続
け
る
）。

⑦
付
随
す
る
テ
ー
マ
（
ペ
リ
ー
遠
征
関
連
や
捕
鯨
関
係
）
に
つ
い
て
も
、

調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
今
後
の
調
査
方
針
―
提
案
も
ふ
く
め
て
―

　
こ
の
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軸
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
時
期
の
、
原
本
に
よ
る
、
よ
り
確

か
な
条
約
集
を
編
纂
し
、
公
開
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
。
そ

れ
に
関
し
て
は
、
同
時
期
の
日
米
関
係
と
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
に
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
条
約
の
問
題
も
あ
る
。
安
政
の
大
火
と
関
東

大
震
災
で
罹
災
し
た
条
約
原
本
は
、日
米
間
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

今
後
の
研
究
の
進
展
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
国
々
と
の
条
約
集
の

編
纂
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
と
の
条
約
集

を
網
羅
的
に
編
纂
す
る
こ
と
は
、
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

日
本
学
士
院
の
事
業
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
手
を
つ
け
た
日
米

間
の
条
約
集
編
纂
の
事
業
を
す
す
め
な
が
ら
、
考
え
る
こ
と
に
し
た

い
。

　
日
米
間
の
条
約
集
の
編
纂
に
当
た
っ
て
ま
ず
考
え
る
べ
き
こ
と

は
、
始
期
を
和
親
条
約
と
し
て
、
終
り
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
の
私
見
と
し
て
は
、
一
八
七
九
（
明

治
一
二
）
年
の
琉
球
の
廃
藩
置
県
（
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
処
分
」）
を
区

切
り
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
措
置
に

よ
っ
て
、
近
世
的
な
国
際
関
係
の
近
代
的
再
編
が
終
了
し
、
条
約
改

正
の
段
階
に
入
る
か
ら
で
あ
る
＊

。
琉
米
条
約
は
、
前
回
収
集
し
た

Treaty Series

の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
入
っ
て
お
り
、
そ
れ

は
コ
ピ
ー
で
入
手
済
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
条
約
も
ふ
く

め
て
、
あ
ら
た
め
て
、
原
本
に
よ
る
史
料
学
的
な
調
査
が
必
要
で
あ

り
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
ら
の
画
像
の
有
無
や
、
な
い
場
合
に
は
請

求
す
れ
ば
作
成
し
て
も
ら
え
る
の
か
な
ど
、
解
決
す
べ
き
問
題
も
多

い
が
、
誠
意
を
も
っ
て
取
り
く
め
ば
不
可
能
で
は
な
い
と
私
は
信
じ

て
い
る
。

＊
荒
野
泰
典
「
通
史
」
荒
野
他
編
『
日
本
の
対
外
関
係
　
第
七
巻
』
吉
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以
上
の
こ
と
か
ら
、「
原
本
に
よ
る
、
日
米
和
親
条
約
か
ら
琉
球

処
分
前
後
ま
で
の
日
米
間
の
条
約
集
成
の
作
成
」
を
今
後
三
年
間
の

私
ど
も
の
チ
ー
ム
（
荒
野
・
上
白
石
・
及
川
）
の
事
業
計
画
と
し

て
、
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
条
約
集
成
は
、
学
士
院
の

U
AI

関
係
事
業
の
成
果
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
、
予
定
し
て
い

る
。

（
三
）
当
面
す
る
問
題
点

　
幸
い
に
し
て
、
以
上
の
提
案
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
こ
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
予
算
と
共
同
研
究
の
た
め

の
場
所
が
な
い
こ
と
（
荒
野
は
二
〇
一
二
年
三
月
末
日
で
、
立
教
大

学
を
定
年
退
職
）
が
、
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
も
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
コ
ピ
ー
な
ど
の
注
文
も

控
え
ざ
る
を
え
な
い
場
面
が
多
々
あ
っ
た
。

以
上
　

Ⅴ
．
参
考
資
料

Ⅰ
．
ペ
リ
ー
艦
隊
遠
征
関
係
史
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
一
）
ア
メ
リ
カ
上
院
の
遠
征
報
告
書“33d Congress, 2d Ses-

sion SEN
ATE Ex, D

oc. N
o.35”

　
一
八
五
五
年
一
月
、
ア
メ
リ
カ
上
院
が
作
成
し
た
日
本
遠
征
に
関

す
る
公
式
の
報
告
書
。
昨
年
調
査
の
直
前
に
日
本
の
国
会
図
書
館
新

館
で
複
写
し
て
入
手
し
て
い
た
。
海
軍
省
と
ペ
リ
ー
の
往
復
書
翰
を

中
心
に
編
集
さ
れ
、
大
統
領
か
ら
ペ
リ
ー
へ
の
指
令
、
日
本
皇
帝
宛

国
書
の
写
し
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ペ
リ
ー
の
書
状

に
は
№
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
全
て
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
報
告
書
の
も
と
に
な
っ
た
史
料
が
あ
り
、

そ
れ
が
、N

ARA

所
蔵
のM

89 Letters R
eceived from

 Com
-

m
anding office of squadron

のR
oll7,8

で
あ
る
（
今
津
浩
一

『
ペ
リ
ー
提
督
の
機
密
報
告
書
』
有
限
会
社
ハ
イ
デ
ン
ス
、
二
〇
〇
七
年

よ
り
）。
こ
の
史
料
自
身
も
同
一
人
物
の
筆
跡
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、M

89 
Letters R

eceived from
 C

om
m

anding office of squadron

のRoll7,8

の
複
製
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

（
二
）
ペ
リ
ー
提
督
日
本
遠
征
記
　“N

arrative of the Expedi-
tion of an A

m
erican Squadron to the C

hina Seas and 
Japan : Perform

ed in the years 1852, 1852, and 1854, 
U

nder the Com
m

and of Com
m

odore M
. C. Perry, U

nited 
States N

avy”

　
こ
れ
は
、
ペ
リ
ー
が
帰
国
後
の
一
八
五
六
年
に
刊
行
し
た
報
告
書

で
、
ペ
リ
ー
自
身
の
日
記
と
海
軍
省
と
の
公
式
書
簡
に
も
と
づ
い
て

編
纂
さ
れ
、
ペ
リ
ー
の
命
令
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
隊
員
の
記
録
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ク
ス
牧
師
が
執
筆
、
伝
記
作
家
ト
ー
ム
ズ

が
補
助
。
三
巻
本
で
、
第
一
巻
が
遠
征
記
本
体
、
第
二
巻
が
科
学
的

報
告
書
で
ペ
リ
ー
の
意
見
書
二
点
が
含
ま
れ
て
い
る
、
第
三
巻
が
黄
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道
光
の
研
究
。
日
本
で
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
咸
臨
丸
の
司

令
官
木
村
芥
舟
が
持
ち
帰
っ
た
原
書
を
、友
人
の
大
槻
磐
渓
に
贈
り
、

そ
れ
が
仙
台
藩
主
の
命
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
手
塚
節
倉

と
工
藤
岩
次
が
「
彼
理
日
本
紀
行
」
と
し
て
献
上
し
た
（
以
上
、
伊

藤
久
子
「『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
』
の
周
辺
」
オ
フ
ィ
ス
宮
崎
翻
訳

『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
の
解
説
』
よ
り
）。
宮
城
県
立
図
書
館
大
槻

文
庫
に
こ
の
時
の
原
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
あ

り
。

　
翻
訳
の
活
字
版
と
し
て
二
点
あ
る
。
一
つ
は
、
一
九
三
五
年
第
一

巻
が
土
屋
喬
雄
・
玉
白
肇
の
訳
が
『
ペ
ル
リ
提
督
日
本
遠
征
記
』（
全

五
冊
）
が
弘
文
荘
か
ら
出
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
岩
波
文
庫
に
収
載

さ
れ
た
（
岩
波
本
）。
二
つ
は
、
一
九
九
七
年
に
栄
光
教
育
文
化
研

究
所
に
よ
り
全
巻
が
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
う
ち
第
一
巻
が
万
来
舎
か
ら

『
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
』（
全
二
冊
）
が
出
さ
れ
て
い
る
（
万
来

舎
本
）。
こ
の
二
点
の
翻
訳
を
確
認
す
る
た
め
、
原
書
の
複
製
を
入

手
し
た
の
で
、
今
後
点
検
作
業
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、文
久
二
年
に
翻
訳
さ
れ
た
「
彼
理
日
本
紀
行
」（
全
二
四
巻
）

に
つ
い
て
は
、
今
後
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
。
各
地
に
写
本
が

伝
わ
っ
て
い
る
が
、
全
二
四
巻
を
全
て
所
蔵
し
て
い
る
機
関
は
、『
国

書
総
目
録
』
に
よ
る
と
石
川
県
立
図
書
館
し
か
な
い
。
断
片
的
に
所

蔵
し
て
い
る
機
関
は
多
い
。
国
会
図
書
館
は
序
論
の
み
。
早
稲
田
大

学
図
書
館
は
、
序
論
の
ほ
か
日
本
滞
在
中
の
記
事
。
内
閣
文
庫
は
巻

一
〇
の
小
笠
原
探
検
。
対
馬
宗
家
文
庫
も
巻
一
〇
の
小
笠
原
探
検
。

幕
末
に
お
い
て
、
ペ
リ
ー
提
督
遠
征
記
に
対
す
る
関
心
が
、
序
論
と

小
笠
原
探
検
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　「
彼
理
日
本
紀
行
」
と
原
書
の
比
較
、
日
本
国
内
で
の
流
布
状
況
、

文
久
二
年
本
と
岩
波
本
、
万
来
舎
本
の
比
較
な
ど
、
今
後
の
検
討
を

必
要
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
一
二
年
三
月
　
上
白
石
実
）

Ⅱ
．W

hale C
hart

に
関
す
る
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　

　M
atthew

 Fontane M
aury

　
の
手
に
な
る W

hale Chart 

と
い
う
図
が
あ
る
。
こ
の
図
は
各
水
域
ご
と
に
鯨
の
所
在
情
報
を
地

図
に
落
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
所
在
情
報
や
こ
の
図
の
作
成
の
経
緯

な
ど
に
つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
な
か
っ
た
。

　
手
が
か
り
の
ひ
と
つ
に
し
た
の
は
次
の
本
で
あ
る
。W

haling 
logbooks and journals 1613-1927 : an inventory of m

an-
uscript records in public collections / originally com

piled 
by Stuart C

. Sherm
an ; revised and edited for publica-

tion by Judith M
. D

ow
ney and Virginia M

. Adam
s ; w

ith 
the assistance of H

ow
ard Pasternack. N

ew
 York ; Lon-

don : G
arland, 1986.  

と
い
う
、
収
集
で
き
う
る
限
り
の
捕
鯨
船

の
航
海
日
誌
の
情
報
を
集
め
た
も
の
で
、
船
名
・
船
長
名
・
出
港
地
・

目
的
海
域
な
ど
の
情
報
を
元
に
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
な
索
引
が
付
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
序
文
に
は
、
航
海
日
誌
を
集
め
て
研
究

に
資
し
た
先
人
達
の
業
績
が
ひ
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

W
haling logbooks have long been recognized as 

rich sources of inform
ation. The first system

atic 
analysis of such records w

as undertaken by Lt. 
M

atthew
 Fontaine M

aury at the U
.S. N

avy’s D
epot 

of C
harts and Instrum

ents m
ore than 130 years 

ago. W
ith data extracted from

 about a thousand 
accounts, M

aury produced a series’ of com
plicated 

charts show
ing the distribution of right and sperm

 
w

hales around the globe at different tim
es of the 

year. M
any of the logbooks used to com

pile the 
charts survive today in public collections w

ith the 
notation “C

opied for Lt. M
aury by C

apt. D
aniel 

M
cK

enzie.” The data sum
m

aries from
 w

hich M
aury 

w
orked can be found in the W

eather Bureau records 
of the N

ational Archives.

〔
翻
訳
〕
捕
鯨
船
の
航
海
日
誌
は
、
長
い
間
、
貴
重
な
情
報
源

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
記
録
の
最
初
の

系
統
的
な
分
析
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
海
図
機
器
兵
站
所
の
マ

シ
ュ
ー
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ン
・
モ
ー
リ
ー
大
尉
に
よ
っ
て
一
三
〇

年
以
前
に
行
わ
れ
た
。
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
件
か
ら
抽
出
さ
れ
た

デ
ー
タ
で
、
地
球
上
の
一
年
の
異
な
る
時
に
お
け
る
セ
ミ
ク
ジ

ラ
と
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
分
布
を
示
す
込
み
入
っ
た
一
連
の
海

図
を
作
成
し
た
。 

海
図
を
収
集
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
航

海
日
誌
の
多
く
は
、「
モ
ー
リ
ー
大
尉
の
た
め
に 

ダ
ニ
エ
ル
・

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
尉
が
写
し
た
」
と
の
注
釈
が
付
さ
れ
今
日
現

存
し
て
い
る
。
モ
ー
リ
ー
の
作
業
に
よ
る
記
録
の
概
要
は
、
国

立
公
文
書
館
の
気
象
庁
記
録
に
見
い
だ
せ
る
。

　
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、N

ARA

の
所
蔵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ひ
と

つARC(Archival Reserch Catalog  http://w
w

w
.archives.

gov/research/arc/)

を
検
索
す
る
と
、
以
下
の
二
点
が
ヒ
ッ
ト
し

た
。

・A
bstracts of Ships’ Logs, com

piled 1842 -1861, docu-
m

enting the period 1796-1861 
ARC Identifier 597822/ M

LR N
um

ber N
C 3 119 

Series from
 Record G

roup 27: Records of the W
eath-

er Bureau,1735-1989 
Creator(s): D

epartm
ent of the N

avy. Bureau of O
rd-

nance and H
ydrography. U

.S. N
aval O

bservatory 
and H

ydrographical O
ffice. (1854-1862) (M

ost R
e-
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野
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cent) D
epartm

ent of the N
avy. Bureau of O

rdnance 
and H

ydrography. N
aval D

epot of C
harts and In-

strum
ents. (1842-1854) (Predecessor) 

Type(s) of Archival M
aterials: Textual Records 

C
ontact(s): A

rchives II R
eference Section (C

ivilian), 
Textual Archives Services D

ivision (N
W

CT2 R[C])
O

ther Title(s): M
aury Logs 

D
ate N

ote: Although the series began in 1842, Lieu-
tenant M

atthew
 M

aury used the data from
 log-

books dating back to 1796  in com
piling the data for 

m
arine charts. 

M
icroform

 Publication(s) A
vailable: M

1160, The 
M

aury Abstract Logs, 1796-1861 
Finding Aid N

ote: These records are indexed by the 
series” Book Index to Abstracts of Ships’ Logs,1842-
1861” (ARC Identifier597844).

Accession N
um

ber(s): 143.

・W
ind and C

urrent and O
ther C

harts, com
piled 1848-

1859 
A

R
C

 Identifier 1518914 / Local Identifier 037M
A

U
-

RY 

Series from
 R

ecord G
roup 37 : R

ecords of the H
ydro-

graphic O
ffice,1754-1973 

Creator(s): D
epartm

ent of the N
avy. Bureau of O

rd-
nance and H

ydrography. U
.S. N

aval O
bservatory 

and H
ydrographical O

ffice. (1854-1862) 
Type(s) of Archival M

aterials: M
aps and Charts 

C
ontact(s): C

artographic and A
rchitectural R

ecords 
Section, Special M

edia A
rchives Services D

ivision 
(N

W
CS-C)

O
ther Title(s): M

aury’s W
ind and C

urrent and O
ther 

Charts 
Inclusive D

ates: 1848 -1859 
Part O

f: R
ecord G

roup 37: R
ecords of the H

ydro-
graphic O

ffice, 1754- 1973 
A

rrangem
ent: A

rranged alphabetically in six sub-
series by the letters A

 through F, thereunder by 
ocean area, thereunder num

erically by sheet num
-

ber.  
Specific Records Type(s): nautical charts 

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
リ
サ
ー
チ
ル
ー
ム
のFinding Aid

の

RG
27

を
め
く
る
と
、
五
三
五
巻
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
事
が
わ
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か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
事
も
わ
か
っ

た
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
で
全
体
像
を
把
握
す
る
事
に
し

た
。
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
閲
覧
は
四
階
で
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で

行
う
。
記
録
は
船
毎
に
な
っ
て
い
て
、
一
日
毎
に
船
の
位
置
、
潮
流
・

風
向
き
な
ど
の
気
象
情
報
ほ
か
に
、
捕
鯨
船
で
あ
れ
ば
鯨
の
目
撃
・

捕
獲
の
情
報
を
記
録
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
日
本
近
海

に
来
た
り
、
日
本
人
漂
流
民
と
接
触
の
あ
っ
た
捕
鯨
船Franklin, 

Lagoda, Laurens, John H
ow

land

な
ど
を
中
心
に
閲
覧
し
た
。

件
のw

hale chart

を
作
成
す
る
際
に
情
報
源
と
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
Ｉ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

Charles Johnson

氏
に
教
え
て
貰
っ
た
と
お
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

Ⅱ
の
三
階
に
あ
るCartographic and Architectural Records 

Section

へ
行
き
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
にW

hale Chart, W
haling 

logbooks and journals 1613-1927

の
序
文
、
お
よ
びA

R
C

の
検
索
結
果
を
示
し
て
尋
ね
た
所
、R

G
37

の
資
料
は
こ
ち
ら
の

管
轄
と
い
う
こ
と
で
、
地
図
の
目
録( Index Catalog of N

autical 
C

hart and P
ublications, U

S.N
A

V
Y

 H
Y

D
R

O
G

R
A

P
H

I 
O

FFIC
E
)

を
出
し
て
く
れ
て
、
請
求
方
法
を
教
え
て
く
れ
た
。
い

く
つ
か
日
本
周
辺
の
も
の
を
請
求
し
て
み
た
が
戦
前
期
の
日
本
の
地

図
を
ア
メ
リ
カ
で
再
版
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
カ

タ
ロ
グ
は
、
収
納
さ
れ
て
あ
っ
た
場
所
を
み
る
とRG

37

の
カ
タ

ロ
グ
で
一
九
四
七
～
一
九
五
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
人
ら
し
き

人
が
来
た
の
で
戦
前
・
戦
後
期
の
地
図
が
見
た
い
の
だ
と
思
わ
れ
、

こ
の
カ
タ
ロ
グ
を
出
し
て
く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
時
間
が
な
か
っ
た

た
め
こ
れ
以
上
の
請
求
は
行
え
な
か
っ
た
。

　
帰
国
後
に
得
た
鷲
巣
浩
子
氏
の
研
究
に
よ
る
と
（「
海
流
と
鯨
の
世

界
地
図
」『
ア
メ
リ
カ
文
学
評
論
』
二
〇
、二
〇
〇
七
年
）、
マ
シ
ュ
ー
・

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
・
モ
ー
リ
ー(

一
八
〇
六
～
七
三)

は
、
海
軍
軍
人

で
あ
り
海
洋
気
象
学
者
で
あ
る
。The Physical G

eography of 
the Sea and its M

eteorology, 

（1855

）
と
い
う
著
書
が
あ
る
。

海
軍
海
図
機
器
兵
站
所
に
在
職
中(

一
八
四
二
～
一
八
五
四)

に
、
航

海
日
誌
か
ら
気
象
情
報
を
抽
出
す
る
作
業
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
。

一
八
四
七
年
に
潮
流
と
推
奨
航
海
ル
ー
ト
を
示
し
た
北
大
西
洋
の 

W
ind and Current C

hart

が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
海
図

は
以
後
も
作
成
さ
れ
続
け
、
一
部
はExplanations and Sailing 

D
irections to Accom

pany the W
ind and C

urrent Charts

と
し
て
公
刊
さ
れ
、
版
を
重
ね
て
い
る
。w

hale chart

も
こ
の
作

業
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
よ
う
だ
。R

G
37

の
海
図
は
未
閲
覧
な
が

ら
こ
の
作
業
の
原
図
と
も
い
う
べ
き
海
図
の
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
で
、R

G
27

の
資
料
は
、
こ
の
作
業
の
た
め
に
集
め
ら

れ
た
航
海
日
誌
か
ら
必
要
な
情
報
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
八
四
八
年
に
気
象
情
報
を
記
入
す
る
た
め
の
雛
形
が
作
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
そ
っ
た
書
式
で
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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今
回
の
調
査
で
は
、w

hale chart

　
自
体
を
実
見
す
る
事
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
同
図
作
成
の
た
め
の
周
辺
の
情
報
を
収
集
す
る
事

が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
海
軍
に
お
い
て
、
潮
流
（
目
的
は
航
海
の

効
率
化
）
や
捕
鯨
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
公
刊
さ
れ
て
い
た

事
は
、
ペ
リ
ー
の
日
本
遠
征
を
準
備
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。

　
な
お
、調
査
最
終
日
に
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
で
は
、デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、w

hale chart

を
三
点
所
蔵
し
て
い
る
事

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
議
会
図
書
館
に
はM

attew
 Fontaine M

au-
ry Paper

　
な
る
文
書
群
も
存
在
す
る
事
が
わ
か
っ
た
。N

A
R
A

所
蔵
資
料
と
共
に
今
後
の
調
査
の
対
象
と
し
た
い
。

（
二
〇
一
二
年
三
月
　
及
川
将
基
）


